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福島県立安積高等学校と郡山市が連携して実施している「SSH 地域共創探究授業」において、「若い世

代が『郡山うねめまつり』にもっと参加してもらうには？」を探究テーマに選んだ生徒が、郡山うねめ

まつりの「うねめ踊り流し」に参加します。 

１ 日 時  ８月９日（土）18：30 ～ 19：30（うねめ踊り流し２日目） 

２ 会 場  郡山駅前大通り 

３ 団体名  安積高校 ASAKA 141（アサカ ワンフォーワン） 

（SSH 地域共創探究テーマ「若い世代が『郡山うねめまつり』にもっと参加して 

もらうには？」を選択した同校 141 期の１年生約 30 名及び学校間交流による 

フィリピンの高校生４名が参加）

うねめまつりの調査研究を選んだ生徒は、7 月 10 日にうねめ踊りの宗家藤蔭流玉枝会 二代目 藤蔭 

玉枝 師匠を講師に迎え、うねめまつりの歴史や踊りの振り付け等を学びました。 

＜安積高校と郡山市の連携による SSH 地域共創探究授業＞ 

福島県立安積高等学校と郡山市は、地域課題解決に向けた調査研究を学生自らが主体的に行い、解決

策を市に提案することを通じ、地域で活躍できる人材の育成を図ることなどを目的として「SSH 地域共

創探究授業」を連携して実施しており、今年度は７つのテーマに分かれ全 11 回の授業を予定しています。 

（探究テーマ） 

①若い世代が『郡山うねめまつり』にもっと参加してもらうには？

②Ｚ世代が地域で活躍するために ⑤高校生の学びの広場のさらなる活性化

③公共交通の利用促進に向けた施策 ⑥「公園」の価値や魅力を高めるには？

④人が集まる郡山のにぎわいづくり ⑦猪苗代湖のラムサール条約登録後の活動について

安積高校と郡山市の連携による SSH 地域共創探究授業 

～若い世代が「郡山うねめまつり」にもっと参加してもらうには？～ 

安積高校１年生が 

「うねめ踊り流し」に参加します 
ターゲット 17．17

2025 年８月１日 

郡山市未来創造課 

課長 高濱 康 

郡山市観光政策課 

課長 遠藤 英樹 

SDGｓ ターゲット 17.17 「効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップを奨励・推進する」 

「楽しかった」「意外と簡単」等の声が挙がったうねめ踊り体験会 

【お問い合わせ】SSH 地域共創探究授業に関すること…政策開発部未来創造課（TEL 924-2028） 

うねめまつりに関すること…文化スポーツ観光部観光政策課（TEL 924-2628） 
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